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総
選
挙
で
自
民
・
公
明
の
与

党
が
少
数
と
な
る
も
と
、
11
月

11
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
院
の

首
相
指
名
選
挙
は
、
30
年
ぶ
り

に
決
選
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

１
回
目
の
投
票
で
は
誰
も
過
半

数
を
獲
得
で
き
ず
、
１
回
目
の

投
票
で
１
位
の
石
破
氏
と
２
位

の
立
憲
民
主
党
・
野
田
佳
彦
代

表
と
の
決
選
と
な
り
ま
し
た
。

25 年度からの戸田市水道料金大幅値上げに反対です
　

戸
田
市
で
は
、
２
０
２
５
年
１
月

19
日
公
示
、
26
日
投
開
票
で
市
議
会

議
員
選
挙
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
日

本
共
産
党
蕨
戸
田
地
区
委
員
会
、
戸

田
市
委
員
会
は
花
井
あ
き
こ
（
30
歳

新
人
）、む
と
う
葉
子
（
現
在
２
期
）、

本
田
哲
（
現
在
５
期
）
の
３
人
の
予

定
候
補
を
発
表
し
ま
し
た
。
花
井
伸

子
市
議
は
８
期
を
も
っ
て
勇
退
し
ま

す
。

花は
な
い井 

あ
き
こ（新

人
）

む
と
う 

葉よ
う
こ子

（
現
職
・
２
期
）

本ほ
ん
だ田

　
哲て
つ

（
現
職
・
５
期
）

30
年
ぶ
り
の
首
相
指
名
決
選
投
票

共
産
党
は
立
民
・
野
田
氏
に
投
票

　

日
本
共
産
党
は
決
選
投
票
で

野
田
代
表
に
投
票
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
田
村
智
子
委
員

長
は
党
議
員
団
総
会
で
の
あ
い

さ
つ
で
、
立
民
の
野
田
代
表
か

　

戸
田
市
議
会
の
総
務
常
任
委

員
会
は
、
今
年
度
の
委
員
会
の

年
間
活
動
テ
ー
マ
を
「
能
登
半

島
地
震
を
受
け
て
の
避
難
所
運

営
の
在
り
方
に
つ
い
て
」と
し
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
10
月
21
日
、「
東
日
本

台
風
被
害
─
避
難
所
開
設
・
運

営
の
概
要
と
課
題
」
を
学
ぶ
た

め
、長
野
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

長
野
市
は
、
２
０
１
９
年
に

上
陸
し
た
「
東
日
本
台
風
（
台

風
19
号
）」
に
よ
り
千
曲
川
が

決
壊
し
、
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
長
野
市
は
、
災
害
警

戒
本
部
を
設
置
、
小
学
校
を
中

心
に
７
か
所
の
避
難
所
を
開
設

し
ま
し
た
。
避
難
所
開
設
・
運

営
で
、「
職
員
の
到
着
が
遅
れ

た
」「
毛
布
な
ど
の
物
資
が
不

足
し
た
」「
女
性
等
へ
の
配
慮

が
欠
け
て
い
た
」
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
っ
た
こ
と
を

受
け
、
市
民
と
市
職
員
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
今
後

の
災
害
に
備
え
る
た
め
、
検
証

報
告
書
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
改
善
さ
れ
た
こ

と
は
、
避
難
所
配
置
図
を
事
前

に
作
成
し
非
難
者
ス
ペ
ー
ス
を

明
確
化
、
河
川
事
務
所
等
と
共

同
で
長
野
市
洪
水
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
見
直
し
、
市
職
員
以
外
で

避
難
所
運
営
を
担
え
る
よ
う
に

避
難
所
運
営
チ
ー
ム
を
設
置
、

重
度
障
害
者
に
対
応
し
た
避
難

行
動
要
支
援
者
の
個
別
避
難
計

画
の
策
定
や
、
食
事
、
物
資
、

避
難
所
運
営
の
教
訓
ま
な
ぶ

総
務
常
任
委
員
会
　
長
野
市
を
視
察

ト
イ
レ
、
入
浴
、
医
療
、
健
康

管
理
、
ペ
ッ
ト
避
難
、
避
難
所

以
外
の
避
難
者
へ
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
項
目
に
わ
た

り
ま
す
。

　

長
野
市
で
は
、
避
難
所
に
お

け
る
健
康
管
理
に
お
い
て
、
市

保
健
所
か
ら
述
べ
７
５
１
人
が

活
動
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
災

害
が
起
き
た
時
に
、
被
災
者
の

命
を
守
る
た
め
に
「
保
健
所
」

は
市
内
に
あ
る
べ
き
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。（
総
務
常
任
委
員

会
委
員
・
本
田
哲
）

●
新
シ
リ
ー
ズ

「
１
０
３
万
の
壁
」

っ
て
な
に
？

（詳細裏面）

ら
決
選
投
票
で
の
協
力
の
要
請

を
受
け
、
総
選
挙
で
示
さ
れ
た

民
意
に
応
え
て
裏
金
問
題
の
真

相
解
明
と
企
業
・
団
体
献
金
の

全
面
禁
止
を
行
う
こ
と
で
一
致

し
た
と
発
言
。
健
康
保
険
証
廃

止
の
凍
結
や
選
択
的
夫
婦
別
姓

制
度
の
実
現
、
大
学
学
費
値
上

げ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
緊
急
の
要
求

を
進
め
る
こ
と
で
も
前
向
き
の

協
議
と
な
っ
た
と
し
て
「『
自

公
政
権
ノ
ー
』
と
い
う
民
意
に

応
え
、野
田
代
表
に
投
票
す
る
」

と
表
明
し
ま
し
た
。

　

衆
院
本
会
議
で
の
首
相
指
名

の
決
選
投
票
は
、
投
票
総
数

４
６
５
票
で
、
石
破
氏
２
２
１

票
、
立
民
の
野
田
氏
が
１
６
０

票
、
無
効
票
が
84
票
で
し
た
。

日
本
維
新
の
会
は
馬
場
伸
幸
代

表
、
国
民
民
主
党
は
玉
木
雄
一

郎
代
表
に
無
効
票
を
投
じ
ま
し

た
。
れ
い
わ
新
選
組
な
ど
も
自

党
議
員
に
無
効
票
を
投
じ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
各
党
は
総
選
挙
で
有

権
者
が
下
し
た
自
民
・
公
明
両

党
に
対
す
る
審
判
に
反
し
、
結

果
的
に
石
破
政
権
の
延
命
に
手

を
貸
し
た
と
い
え
ま
す
。
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戸
田
市
は
、
歩
き
た
く
な
る

街
と
し
て
北
戸
田
駅
周
辺
地
域

の
「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

事
業
」
計
画
を
す
す
め
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対
策

特
別
委
員
会
は
11
月
７
日
、
小

金
井
市
の
東
小
金
井
事
業
創
造

セ
ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ
─
Ｔ
Ｏ
（
コ
ー

ト
）
の
Ｊ
Ｒ
中
央
線
高
架
下
エ

リ
ア
の
活
用
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

Ｋ
Ｏ
─
Ｔ
Ｏ
は
市
の
指
定
管

理
を
受
け
、
10
年
前
か
ら
Ｊ
Ｒ

高
架
下
に
「
暮
ら
し
の
現
場
で

仕
事
を
つ
く
る
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
地
域
で
起
業
し
た
い
方
へ

の
場
所
提
供
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。
個
室
や
シ
ェ
ア
ス

ペ
ー
ス
を
低
額
で
利
用
し
な
が

ら
、
起
業
の
準
備
後
、
実
践
で

き
る
「
ポ
ー
ト
・
マ
ー
ト
」
と

い
う
貸
店
舗
を
展
開
し
て
い
ま

し
た
。
市
の
事
業
と
し
て
周
知

さ
れ
、
利
用
者
数
は
コ
ロ
ナ
禍

Ｑ　
「
１
０
３
万
円
」と
は
？

Ａ　

い
わ
ゆ
る
「
所
得
税
の

課
税
最
低
限
」
の
こ
と
。
所

得
税
の
額
は
、
収
入
か
ら
各

種
の
金
額
を
差
し
引
い
た
残

り
に
税
率
を
か
け
て
計
算
さ

れ
ま
す
。会
社
員
や
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
給
与
所

得
者
の
場
合
は
、
給
与
所
得

控
除
と
基
礎
控
除
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。

　

基
礎
控
除
は
所
得
税
で
48

万
円
、
住
民
税
で
43
万
円
、

給
与
所
得
控
除
は
最
低
額
が

55
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
１
０
３
万
円
」
と
い
う
の

は
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
と

給
与
所
得
控
除
の
最
低
額
55

万
円
を
合
わ
せ
た
金
額
で

す
。
年
間
の
収
入
が
１
０
３

万
円
以
下
な
ら
、
こ
の
二
つ

の
控
除
を
差
し
引
け
ば
残
り

が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な

い
の
で
す
。

Ｑ　

１
０
３
万
円
超
だ
と
手

取
り
が
減
る
？

Ａ　

本
人
の
手
取
り
は
減
り

ま
せ
ん
。
年
収
が
１
０
３
万

円
を
超
え
て
も
、
１
０
３
万

円
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
だ

け
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

年
収
が
１
０
４
万
円
な
ら

超
え
た
額
は
１
万
円
で
す
か

ら
、
こ
れ
に
５
％
の
税
率
を

か
け
て
計
算
し
た
５
０
０
円

の
所
得
税
が
か
か
る
の
で

す
。
他
に
住
民
税
が
10
％
で

１
０
０
０
円
、
復
興
特
別
所

得
税
が
「
所
得
税
額
の
２
・

１
％
」
で
10
円
か
か
り
ま
す

か
ら
、
税
の
合
計
は
１
５
１

０
円
で
す
。
年
収
が
１
万
円

増
え
る
ご
と
に
税
金
が
１
５

１
０
円
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
税
引
き
後
の
手
取

り
額
は
、
８
４
９
０
円
ず
つ

増
え
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
合

は
、
基
礎
控
除
と
給
与
所
得

控
除
の
ほ
か
に
、「
勤
労
学

生
控
除
」（
所
得
税
27
万
円
、

住
民
税
26
万
円
）
が
適
用
さ

れ
る
た
め
、
所
得
税
は
年
収

１
３
０
万
円
を
超
え
な
い
と

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ　

そ
れ
な
ら
、な
ぜ
「
壁
」

と
い
う
の
？

Ａ　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
家

族
の
手
取
り
が
減
っ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
学
生
な
ど
が
親

の
扶
養
親
族
の
形
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
て
い
る
場
合
、
親

の
所
得
税
や
住
民
税
の
計
算

上
、「
扶
養
控
除
」（
所
得
税

38
万
円
、
住
民
税
33
万
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

の
年
収
が
１
０
３
万
円
を
超

え
て
親
の
扶
養
親
族
で
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
親
の
税

金
が
７
万
～
13
万
円
も
増
え

て
し
ま
い
ま
す
。（

つ
づ
く
）

戸田公園での宣伝

　

11
月
９
日
、戸
田
九
条
の
会
・

憲
法
改
悪
反
対
戸
田
共
同
セ
ン

タ
ー
は
新
婦
人
戸
田
支
部
な
ど

と
と
も
に
、戸
田
公
園
駅
で「
９

の
日
宣
伝
」
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。
18
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
条
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
チ
ラ
シ
を

配
り
、
署
名
15
筆
が
集
ま
り
ま

し
た
。
総
選
挙
で
与
党
が
過
半

数
割
れ
し
た
だ
け
で
な
く
、
改

憲
派
政
党
が
改
憲
発
議
に
必
要

な
３
分
の
２
議
席
を
下
回
り
ま

し
た
が
、
引
き
つ
づ
き
憲
法
改

悪
反
対
の
声
を
あ
げ
る
こ
と
、

日
本
被
団
協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
戸
田

市
９
月
議
会
で
九
条
の
会
が
提

出
し
た
「
日
本
政
府
に
核
禁
条

約
へ
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る

意
見
書
を
提
出
し
て
欲
し
い
請

願
」
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
な
ど

を
訴
え
ま
し
た
。

で
も
減
る
こ
と
な
く
増
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
民
間
事
業
と
し

て
貸
店
舗
が
設
置
（
保
育
園
の

前
）
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
地
元
の
方
々
が
利
用
で
き
る

商
店
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。

　

雨
が
降
っ
て
も
歩
き
や
す

く
、
貸
店
舗
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

で
の
飲
食
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
途
中
で
休
む
こ
と
が
で
き

る
ベ
ン
チ
の
設
置
は
、
ま
ち
な

か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
事
業
と
し
て

も
学
べ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
し

た
。（
ま
ち
づ
く
り
・
交
通
対

策
特
別
委
員　

む
と
う
葉
子
）

「
歩
き
た
く
な
る
」
駅
周
辺
の
利
活
用

ま
ち
づ
く
り・
交
通

対
策
特
別
委
員
会
　

東
小
金
井
エ
リ
ア
を
視
察

　北戸田駅における社会実験をおこないます。
お近くの方はぜひご参加ください。

■11月23日（土）午前 10 時〜 15 時（予定）
　※雨天の場合、24日（日）に延期
＊笹目川プロムナードでのステージ・出店
（キッチンカー）
＊ボール公園でのさまざまな活動
＊社会実験エリアをつなぐアート展示、ク
イズラリー

社
会
実
験
に
ご
参
加
を

戸田公園駅で 9の日宣伝

高
架
下
に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
と
植
栽

■まちなかウォーカブル推進
　事業って？
　車中心から人中心の空間へ、まち
なかの歩いて移動できる範囲にて、
滞在の快適性の向上を目的として市
町村や民間事業者等が実施する、道
路・公園・広場等の整備や利活用し、
「居心地が良く歩きたくなる」まち
なかづくりを推進する事業として、
国土交通省が 2020年度に創設。

１０
3 3

３
3

万の壁
3 3 3

ってなに

? ①


